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令和７年１１月３０日現在

富谷市 人口52,458・世帯数20,924／大和町 人口27,909・世帯数12,783
大郷町 人口 7,350・世帯数 2,973／大衡村 人口 5,527・世帯数 2,169

地域の人口・世帯数 合計　人口93,244・世帯数38,849



ごあいさつ

黒川地域行政事務組合理事会
理事長 浅　野　俊　彦

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
富
谷
・
黒
川
地
域

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
ご
ろ
よ
り
黒
川
地
域
行
政

事
務
組
合
の
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
は

富
谷
市
、
大
和
町
、
大
郷
町
、

大
衡
村
の
４
市
町
村
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
消
防
業
務
、
公
立

病
院
の
経
営
、
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
や
火
葬
場
の
運
営
、
介

護
認
定
審
査
会
事
務
な
ど
14
項

目
の
事
務
事
業
を
共
同
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
広
域
連
携
に
よ

る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
行
政
運
営
の
実
現
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
消
防
本
部
・
黒
川
消
防
署
の

新
庁
舎
が
、
11
月
に
無
事
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
工
事
関
係
者

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
工
事
期

間
中
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ま

に
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

現
在
は
、
令
和
８
年
４
月
の

供
用
開
始
に
向
け
、
高
機
能
指

令
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る

消
防
機
能
の
移
転
作
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
新
庁
舎
は
、
消

防
・
救
急
業
務
に
お
け
る
初
動

体
制
の
強
化
と
職
場
環
境
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
災

害
に
備
え
た
訓
練
施
設
や
業
務

継
続
性
を
備
え
た
防
災
拠
点
と

し
て
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を

支
え
る
象
徴
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
全
国
各
地
で
地
震

や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
相

次
ぎ
、
防
災
・
減
災
の
重
要
性

が
一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
も
救
急
出
動
件
数
が
４
千

件
を
超
え
る
な
ど
、
消
防
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
増
大
し
て
お

り
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が

可
能
と
な
る
消
防
体
制
の
確
保

と
強
化
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
黒
川
病
院
に
つ
き
ま
し

て
は
、
公
益
社
団
法
人
地
域
医

療
振
興
協
会
を
指
定
管
理
者
と

す
る
公
設
民
営
方
式
に
よ
り
運

営
し
て
お
り
ま
す
。
開
設
者
で

あ
る
本
組
合
と
指
定
管
理
者
が

連
携
し
、
医
療
体
制
の
充
実
と

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
翼

を
担
い
な
が
ら
地
域
医
療
の
一

層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、

衛
生
的
な
生
活
を
維
持
す
る
上

で
重
要
な
施
設
で
す
。
現
在
、

し
尿
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、

更
新
に
向
け
、
建
設
地
区
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
整

備
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
施
設
は
、
環
境
に
配
慮

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
と
し

て
、
令
和
12
年
４
月
の
稼
働
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
処
理
施
設
に
お
き
ま
し
て

は
、
ご
み
焼
却
施
設
、
粗
大
ご

み
処
理
施
設
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
等
を
含
め

た
関
係
施
設
が
集
中
的
に
整
備

さ
れ
て
お
り
、
効
率
的
な
廃
棄

物
処
理
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
環
境
負
荷
の

低
減
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
、

ご
み
減
量
化
を
進
め
、
循
環
型

社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
構
成
市
町
村
と
の

連
携
を
一
層
深
め
、
住
民
目
線

に
立
っ
た
行
政
運
営
を
職
員
一

丸
と
な
っ
て
推
進
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
事

務
事
業
の
両
立
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
富
谷
・
黒
川
地
域

の
安
寧
と
さ
ら
な
る
発
展
、
そ

し
て
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

理
事
長
　 

浅
野
　
俊
彦
（
大
和
町
長
）

理
　 

事
　 

石
川
　
良
彦
（
大
郷
町
長
）

理
　 

事
　 

若
生
　
裕
俊
（
富
谷
市
長
）

理
　 

事
　 

小
川
ひ
ろ
み
（
大
衡
村
長
）
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も
っ
て
課
題
を
共
有
し
、「
住

民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
」
を
原

点
に
、
効
率
的
か
つ
公
正
な
議

会
運
営
を
心
が
け
、
建
設
的
な

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
自
然
豊
か
な
地
域
の

均
衡
を
図
り
つ
つ
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

令和８年 新年の

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

富
谷
・
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
議
会
の
運
営
に

対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

富
谷
・
黒
川
地
域
は
、
美
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
た
中
に
田
園

地
帯
と
居
住
地
域
が
広
が
り
、

近
年
は
先
端
技
術
産
業
や
自
動

車
関
連
産
業
な
ど
の
企
業
進
出

が
続
く
な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す

の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
地
域
で

あ
り
ま
す
。

　

組
合
議
会
は
、
富
谷
市
・
大

和
町
・
大
郷
町
・
大
衡
村
の
各

市
町
村
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

16
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
広
域
的
な
視
点
を

　

本
年
４
月
に
は
、
新
消
防
庁

舎
に
拠
点
を
移
し
て
、
消
防
諸

業
務
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
消

防
力
の
一
層
の
強
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
衛
生
的
な
生
活
環
境

を
維
持
す
る
上
で
不
可
欠
な
基

幹
施
設
で
あ
る
、
し
尿
処
理
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
７
年

度
に
生
活
環
境
影
響
調
査
等
の

業
務
が
完
了
し
、
令
和
12
年
度

の
稼
働
に
向
け
て
、
真
に
必
要

な
新
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
事
務
組
合
に
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
生
活
環
境
を
維
持
す
る

た
め
の
業
務
を
滞
り
な
く
担
う

使
命
が
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
に
対
し
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
関
係
市
町
村
の
財
政

事
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
広
域
的

な
共
同
運
用
の
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
議
論
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
議
長
と
し
て
、

引
き
続
き
公
平
公
正
を
旨
と
し
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
健
康
と
笑
顔
に

満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

議
　
長
　

渡
辺
　
良
雄
（
大
和
町
議
会
議
員
）

副
議
長
　

熱
海
　
文
義
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

議
　
員
　

小
川
　
克
也
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

赤
間
し
づ
江
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

鎌
田
　
暁
史
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

伊
藤
　
嘉
樹
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

平
渡
　
　
亮
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

櫻
井
　
　
勝
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

今
野
　
信
一
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

堀
籠
日
出
子
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

文
屋
　
裕
男
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

赤
間
　
則
幸
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

金
須
　
新
一
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

須
藤
　
　
義
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

畠
山
　
由
美
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

菊
池
　
美
穂
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
）

黒川地域行政事務組合議会
議長 渡　辺　良　雄
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議 会 報 告
❖ 令和７年第５回臨時会（令和７年10月22日） ❖
議案第28号 　令和７年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第３号）

【議案は可決されました】

石
川 

良
彦 

氏

大
郷
町
長

　

大
郷
町
長
が
、
令
和

７
年
10
月
２
日
理
事
会

に
お
い
て
理
事
長
職
務

代
理
者
及
び
病
院
事
務

事
業
担
当
理
事
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

理
事
就
任

　

石
川
氏
は
、
令
和
元
年
10
月
の
台

風
19
号
に
よ
り
吉
田
川
が
決
壊
す
る

な
ど
、
管
内
各
所
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
す
る
中
、
消
防
次
長
兼
危
機
管

理
監
と
し
て
陣
頭
指
揮
に
あ
た
り
、

そ
の
姿
は
「
住
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
」
と
い
う
、
消
防
精
神
の
現
れ

で
し
た
。

　

そ
の
後
消
防
長
を
歴
任
し
、
長
年

に
わ
た
り
危
険
業
務
に
従
事
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元
消
防
監（
消
防
長
）

　

石
川　
　

勉 

様

（
大
郷
町
在
住
）

危
険
業
務

�

従
事
者
叙
勲

�

令
和
７
年
11
月
３
日
発
令

第45回お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
富
谷
市
議
会
議
員
）

菊
　
池
　
美
　
穂 

議
員

新
議
員
紹
介

議
員
視
察

　

令
和
７
年
11
月
に
山
形
県
長
井
市
に

あ
る
、
し
尿
処
理
施
設
（
長
井
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
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令和７年度の上半期　予算執行状況のお知らせ
　令和７年度の上半期（令和７年９月末）各種会計の予算執行状況をお知らせします。

問い合わせ先 　財政課　☎345−1542

一般会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 2,736,237 2,052,229 75.0%
使用料・手数料 14,789 9,479 64.1%
国庫支出金 24,010 0 0%
県 支 出 金 77 239 310.4%
財 産 収 入 59 3,546 6010.2%
繰 入 金 17,439 0 0%
繰 越 金 39,144 59,332 151.6%
諸 収 入 27,781 15,078 54.3%
組 合 債 1,971,000 0 0%
合　　　 計 4,830,536 2,139,903 44.3%

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計
（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率
収益的
収　支

収 入 163,922 104,558 63.8%
支 出 288,547 49,551 17.2%

資本的
収　支

収 入 444,393 212,640 47.8%
支 出 444,393 156,054 35.1%

（単位：千円）
区　　　分 予算現額 執行済額 執行率
収益的
収　支

収 入 1 8 800.0%
支 出 1 0 0%

介護認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 14,278 10,709 75.0%
繰 越 金 1 442 442.0%
諸 収 入 15 10 66.7%
合　　　 計 14,294 11,161 78.1%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 1,151 1,151 100.0%
繰 越 金 1 201 201.0%
諸 収 入 1 1 100.0%
合　　　 計 1,153 1,353 117.3%

（歳 出）　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
介 護 認 定
審 査 会 費 14,294 5,918 41.4%

（歳 出）　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
障害支援区分
認定審査会費 1,153 533 46.2%

特別会計

（歳 出）　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
議 会 費 2,859 1,214 42.5%
総 務 費 143,360 67,447 47.0%
民 生 費 80 4 5.0%
衛 生 費 857,505 202,823 23.7%
消 防 費 3,590,217 986,983 27.5%
公 債 費 236,415 104,499 44.2%
予 備 費 100 0 0%
合　　　 計 4,830,536 1,362,970 28.2%
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災害時における無人航空機の運用に関する協定締結式

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
か

ら
、
本
組
合
の
消
防
業
務
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

全
国
的
に
も
猛
暑
が
長
期
に
わ
た
り

続
い
た
こ
と
か
ら
、
各
地
で
「
熱
中

症
」
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
特
に

関
東
以
南
に
お
い
て
は
連
日
35
度
を

超
え
る
日
が
続
き
、
中
に
は
40
度
を

超
え
る
と
い
う
、
ま
さ
に
災
害
級
の

地
域
も
複
数
あ
り
ま
し
た
。
当
管
内

に
お
い
て
は
５
月
か
ら
９
月
末
ま
で

に
熱
中
症
に
よ
り
89
名
が
搬
送
さ
れ
、

特
に
７
月
末
の
昼
頃
、
気
温
が
上
が

る
時
間
帯
に
救
急
出
動
が
重
な
り
、

現
有
す
る
救
急
隊
数
で
は
対
応
で
き

ず
、
最
寄
り
の
消
防
隊
が
駆
け
つ
け

る
事
案
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
台
風
や
線
状
降
水

帯
、
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に

よ
り
、
全
国
各
地
で
は
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
し

て
昨
年
は
、
管
内
に
豪
雨
等
に
よ
る

災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過

去
に
は
吉
田
川
等
が
氾
濫
し
、
昭
和

61
年
と
平
成
27
年
、
令
和
元
年
に
豪

雨
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た

岩
手
県
大
船
渡
市
で
起
き
た
大
規
模

な
林
野
火
災
も
、
広
く
山
林
を
抱
え

る
当
管
内
に
お
い
て
は
起
こ
り
う
る

災
害
で
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に

も
準
備
を
怠
ら
ず
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
48
年
に
建
て
ら
れ
た
現
在
の

消
防
本
部
は
築
50
年
を
超
え
ま
し
た

が
、
現
在
の
場
所
か
ら
約
３
㎞
北
西

側
に
建
設
さ
れ
た
新
庁
舎
で
、
本
年

４
月
か
ら
業
務
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
ま
れ
、

安
心
と
安
全
を
提
供
で
き
ま
す
よ
う

防
災
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
「
災
害
の
な
い

年
」
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て

皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消防本部
消防長　清野　康広

　

消
防
力
の
維
持
向
上
の
た
め
平

成
18
年
か
ら
19
年
間
運
用
し
て
き

た
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

更
新
し
、
令
和
７
年
11
月
１
日
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
更
新
し
た
車
両
は
、
黒
川

消
防
署
に
配
置
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
火
災
現
場
に
第
一
出
動
す
る
車

両
と
な
り
ま
す
。

　

車
両
の
装
備
と
し
て
は
、
消
火

薬
剤
自
動
混
合
シ
ス
テ
ム
、
ク
ロ

ス
フ
ァ
イ
ア
ー
放
水
銃
、
水
力
換

気
ノ
ズ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｒ
Ａ
等
の
最
新

の
装
備
を
搭
載
し
、
よ
り
効
率
的

な
消
火
活
動
が
期
待
で
き
る
車
両

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　令和７年９月26日、当組合と株式会社GAM様にお
いて、災害時における無人航空機の運用に関する協定
を締結しました。ドローンを活用するような災害が発
生した場合に人命救助や捜索などのほか、平常時にお
ける職員の操縦訓練について協力をしていただけるこ
とになりました。豊富な実績と経験を災害現場へ提供
していただき、当消防の災害対応力のさらなる強化を
図ってまいります。

㈱GAM　代表取締役社長　大井様

「
～
進
化
す
る
消
防
力
～

�

新
車
両
運
用
開
始
」
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中学生が消防士の仕事体験！

　富谷・黒川地域の中学生を対象にした職場体験学習を実施
しました。
　参加した生徒たちは、消防庁舎内の見学から始まり、防火
服の着装訓練、放水訓練、救助訓練や応急処置など、幅広い
業務に触れました。はじめは緊張した様子でしたが、次第に
笑顔が増え、積極的に質問する姿も見られました。
　生徒からは「消防士の仕事は体力だけでなく、冷静な判断
力やチームワークが大切だと知りました。」「将来の進路を考
えるうえでとても参考になりました。」と話してくれました。

　今回の職場体験を通じて、地域の安全を守る消防士の仕事の大切さを実感するとともに、命を守る責任
の重さに触れることができたようです。消防本部では、今後もこうした体験の機会を通じて、地域の子ど
もたちに防災意識や消防の役割について理解を深めてもらいたいと考えています。

～命を守る現場に触れて～

大
郷
中
学
校

宮
床
中
学
校

成
田
中
学
校
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　令和７年９月６日、富谷消防署を会場に親子で参加する救急講習会を開催し、６家族21名の方にご参加
いただきました。
　講習内容は、乳児・小児に対する心肺蘇生法やAEDの使用方法、異物除去の実技に加え、熱性けいれん
やアナフィラキシー発症時の正しい知識と対処法についての説明を行いました。参加者の皆さんは、お子さ
んの「もしも」に備え、真剣な表情で取り組んでいました。
　講習終了後には消防車両の見学や防火衣の着装体験を行い、子どもたちの笑顔があふれるひとときとなり
ました。
　今後も、身近な応急手当の普及啓発に努め、地域の皆さまとともにお子さんの安心・安全を守ってまいり
ます。

　119番通報者のスマートフォンを利用し、通報者と消防指令センターとの間で映像の送受信が可能となる
システムです。通常の119番通報に映像を加えることで、より正確な情報をリアルタイムに伝えることがで
きます。

（注）スマートフォンの機種、設定、OSのバージョンによっては利用できない場合があります。
　　　映像通報に係る通信料は通報者様のご負担となりますのでご了承願います。

映像通報システム「Live119」とは

通報者と消防が映像でつながる「Live119」

なにがはじまる
のかな〜♩

さいごはきねん
さつえい☆

親子で参加する救急講習会

親子で学ぶ“もしも”の備え！
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「通電火災を防ぐ！感震ブレーカーのすすめ !!」
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令和８年度入札参加資格追加申請に関するお知らせ
　令和８年度競争入札（一般・指名）参加資格追加申請を受付します。

受付期間

令和８年２月２日（月）～２月13日（金）午後４時まで

・申請方法等に関しましては、当組合ホームページをご覧ください。
・申請書類等は電子メールにて提出をお願いします。
� 問い合わせ先　財政課　☎345−1542

　現在、富谷・黒川地域でもクマ出没や目撃情報が多発しており、様々なクマ対策を講じていること
と思います。
　その中でも、ロケット花火や爆竹を使用しているケースが多くありますが、各地でロケット花火等
での事故や火災も発生しています。注意喚起のため、使用時の注意事項と最近の事故事例について紹
介します。

①風向きに注意する。強風時には使わない。
②使用時は水バケツや消火器を用意する。
③複数同時に火をつけない。
④火をつけた後は消えるまで目を離さない。
⑤直接手に持たない。空き瓶などに固定して使用する。
⑥人や引火の危険がある方向に向けて使わない。
⑦点火後、安全な距離まで離れる。
⑧子どもの手の届かない場所に保管する。
⑨火薬または爆薬10グラム以下のロケット花火を1日に
　200個を超えて使用する場合は県知事の許可が必要
　です。

　追い払うためにロケット花火を
使⽤したところ、花火の火が周囲
の枯草に飛んで着火し、枯草約
19平方メートルを焼失した。

　神社の氏子総代が、神社内で追
い払おうと巣穴に爆竹を入れたと
ころ、付近の枯草が延焼し、枯草
約100平方メートルと建物の⼀部
を焼損した。

ロケット花火でのクマ対策

火の用心は忘れずに

火災事例〇使用時の注意事項〇
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リチウムイオン電池は適切に分別しましょう！

リチウムイオン電池の分別方法（※富谷市にお住まいの方は除かれます）

※他の有害ごみと一緒にせず、別の袋に分けて出してください。

リチウムイオン電池による火災は、皆さまのご協力によって防ぐことができます。

☆取り外しができる場合
本体から電池を取り外す

☆取り外しができない場合
無理に外さず、本体ごと

半透明の袋に入れ、
「有害ごみ」と書いて出す。

☆電池単体の場合
そのまま袋へ

　環境管理センターでは、リチウムイオン電池が原因と思われる火災により、機械の一部が
焼損する事案が数回にわたり発生しております。機械が損傷するとごみ処理が停滞し、皆さ
まの生活に影響を及ぼす可能性があります。近年、ごみとして排出されることが多い電子タ
バコやモバイルバッテリーにもリチウムイオン電池が使用されており、出火原因となりうる
物の一つです。

　リチウムイオン電池は、取り外しの可否により分別方法が異なるので、ご理解、ご協
力をお願いいたします。

問い合わせ先：環境管理センター　☎342−2218

リチウムイオン電池本体に
は、リサイクル表示マーク
が記載されています。

リチウムイオン電池 焼損して穴が開いた粗大
ごみ処理施設のコンベア

本体は
燃えないごみへ！

※一番長い部分の長さが
　おおむね30㎝を超える
　製品は粗大ごみとなり
　ます。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
富
谷
・
黒
川
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
の
新

春
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
地
域
医

療
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
通

じ
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
在
宅
復
帰
・
生

活
機
能
回
復
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
現
代
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
方
が
病
気
や
体
調
不

良
の
際
に
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
切

れ
目
の
な
い
医
療
と
ケ
ア
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
責
務
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
当
院
で
は
「
介
護
施
設

に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
た
め
の
入

院
・
退
院
支
援
の
仕
組
み
」
を
積
極
的

に
運
用
し
、
協
力
施
設
と
の
連
携
強
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人
保
健
施
設
と

い
っ
た
協
力
施
設
と
、
医
療
と
介
護
の

　
サ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ブ
レ
イ
ル
ス

フ
ォ
ー
ド
は
２
０
０
２
年
に
イ
ギ
リ
ス

の
自
転
車
競
技
団
体
で
あ
る
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
会
長
に
就

任
し
た
。
そ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
は
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
お
い
て
目
立
っ
た
成
績
を

あ
げ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
わ
ず
か
６
年
後
、
２
０
０
８

年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
イ
ギ
リ

ス
は
自
転
車
競
技
で
7
つ
も
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。
ブ
レ
イ
ル
ス
フ
ォ
ー
ド

は
元
プ
ロ
自
転
車
選
手
だ
が
Ｍ
Ｂ
Ａ

（
経
営
学
修
士
）
取
得
者
で
も
あ
っ
た
。

次
の
経
営
の
理
論
を
自
転
車
競
技
に
も

応
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

実
行
し
、
そ
し
て
成
功
し
た
。
そ
れ
は

「
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
噛
み
砕
い
て
分
析

し
、
各
要
素
を
１
％
改
善
す
れ
ば
、
そ

情
報
を
一
貫
し
て
共
有
す
る
こ
と
で
、

施
設
で
の
急
変
時
に
も
迅
速
か
つ
適
切

な
入
院
・
治
療
を
可
能
に
し
、
地
域
医

療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
固
な
も
の
に

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
連
携
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
し
、
地
域
に
還
元
し
て
い
く
た
め
、

当
院
と
協
力
施
設
は
毎
月
１
回
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に
て
合
同
会
議

を
開
催
し
、
運
用
の
課
題
や
改
善
点
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
施
設
の
具
体
的
な
ご
意
見

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の
連
携
体
制

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
富
谷
・
黒
川
地

域
に
お
住
ま
い
の
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の

安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
年
も
、
地
域
医
療
の
充
実
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
向
上
で
き
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。

　
実
際
に
行
っ
た
こ
と
は
、
①
床
に
た

ま
っ
た
ほ
こ
り
の
せ
い
で
自
転
車
の
整

備
が
無
駄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
つ

け
、
床
を
白
く
塗
り
、
汚
れ
が
目
立
つ

よ
う
に
し
た
。
②
大
会
中
の
体
調
不
良

を
防
ぐ
た
め
、
正
し
い
手
の
洗
い
方
を

学
び
、
試
合
期
間
中
は
、
握
手
も
禁
止

し
た
。
③
選
手
が
毎
晩
同
じ
姿
勢
で
眠

れ
る
よ
う
に
、
専
用
の
マ
ッ
ト
レ
ス
と

枕
を
導
入
し
た
。
な
ど
な
ど
で
あ
る
。

現
状
を
分
析
し
、
各
部
署
で
少
し
ず
つ

改
善
す
る
と
大
き
な
成
果
に
な
る
ら
し

い
。

　
病
院
は
た
く
さ
ん
の
要
素
が
う
ま
く

機
能
し
な
い
と
成
果
が
出
な
い
。
昭
和

の
歌
謡
曲
の
よ
う
に
３
％
進
も
う
と
し

て
も
２
％
下
が
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

で
も
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
少
し
ず
つ
今
年

も
改
善
し
て
い
き
た
い
。
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
た
め
に
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

管理者　角田　　浩

１
％
と
金
メ
ダ
ル

協
力
施
設
と
の
連
携
強
化
が

�

支
え
る
地
域
の
安
心

医
療
社
会
事
業
課
　
課
長
補
佐

赤
間
　
弘
治

公
立
黒
川
病
院
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『日々の運動で転倒を予防していきましょう』
� 公立黒川病院　理学療法士　山崎晃平　
　寒さの厳しい日が続きますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。この時期は普段散歩などを日
課にしている方でも天候などの影響による外出機会の減少や外出時の転倒リスクが高くなる時期で
もあります。そこでご自宅で実施可能な転倒予防のための筋力トレーニングをご紹介したいと思い
ます。
　転倒予防には、体幹や下半身の筋力強化が重要と言われており、これらを意識的に鍛えることで、
転倒を予防する一助となります。

①かかと上げ（ふくらはぎの筋トレ） ②スクワット（太もも、おしり、ふくらはぎの筋トレ）

④片足立ち（バランス練習）③足踏み運動（太もも周囲の筋トレ）

脚を肩幅に広げ、椅
子などをしっかりと
握ります。
可能な範囲で両かか
とを上げ、ゆっくり
と戻しましょう。

脚を肩幅に広げ、ゆっくりと膝を
曲げ腰を下ろしていきます。その
後、元の位置に戻します。
可能であれば太ももが床と平行に
なるまで下ろしてみてください。

手すりなど支えのある場所で、片
脚立ちになりましょう。
始めは手すりを使用し、慣れてく
れば支え無しや、保持時間を延長
して実施してみましょう。

その場で足踏みを
行います。膝を高
く上げ、可能であ
れば腕を振りなが
らリズム良く行い
ましょう。

【運動内容】１セット　20回程度を１日２〜３セット無理のない範囲で実施してみてください。
　※痛みなどの不調が伴う際はすぐに中止してください。

　ほうれん草は西アジアが原産地で、葉に切れ込みがある東洋種
と葉が丸く肉厚な西洋種があります。日本には17世紀に東洋種が、
明治時代に西洋種が入り、現在市場に出回っているものは東洋種
と西洋種の交配種になります。緑黄色野菜の代表とも言われるほ
うれん草は抗酸化作用が高いβカロテンやビタミンC、クロロフ
ィルをはじめ、貧血予防や改善に役立つ鉄、骨や歯の形成に欠か
せないカルシウムやマグネシウムなども豊富です。根元の赤い部
分にはマンガンが含まれるので無駄にしないで食べましょう。ビ
タミンEを含むナッツやごまと一緒に摂ると抗酸化作用がさらに
高まります。

作り方
①　�豆腐をキッチンペーパーで包み、耐熱ボ

ウルに入れラップをしないで電子レンジ
で600ｗで３分加熱し、水切りをします。

②　�ほうれん草は熱湯で1分茹で、水にとっ
て水分を絞り３㎝に切ります。

③　�豆腐が冷めたら泡だて器でなめらかにし、
材料の★を入れて混ぜ合わせます。

④　ほうれん草を加え和えたら出来上がり。

材料
ほうれん草　　150ｇ
木綿豆腐　　　1/2丁
★白すりごま　大さじ2
★しょうゆ　　

　大さじ1
★砂糖　　　　大さじ1

ほうれん草の白和え
季
節
の
料
理
レ
シ
ピ

公
立
黒
川
病
院
栄
養
室
室
長
　

小
岩
　
陽
子
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　「救急の日」に伴い、富谷・黒川地域の中学生を対象に救急ポスターの募集をし、応募された作
品の中から、厳正なる審査を行い、最優秀賞の消防長賞１名、優秀賞の救急隊長賞１名を選出いた
しました。
　これらの作品は応急手当の普及と救急に対する意識の高揚を図る目的として活用させていただき
ます。

救急の日ポスターコンクール入選作品のご紹介

　
日
頃
よ
り
当
組
合
の
消
防
業
務
に
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
消

防
本
部
・
黒
川
消
防
署
庁
舎
が
現
在
の
場

所
か
ら
約
３
㎞
北
西
側
へ
移
転
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
に
お
い
て
も
、
職
員
一
同
、
よ

り
一
層
の
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大和中学校　千葉琴心 さん大郷中学校　越前ありさ さん

大
郷
中
学
校
３
学
年　
　　

�

越
前 
あ
り
さ 

さ
ん

大
和
中
学
校
２
学
年　
　　

�

千
葉 

琴
心 

さ
ん

消防長賞
（最優秀賞）

救急隊長賞
（優秀賞）

消
防
庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ
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